
Form No. 3483-640 Rev A

Power TRX業務用 1428 OHXE除雪機
モモモデデデルルル番号 38890—シシシリリリアアアルルル番号 417200000 以上
モモモデデデルルル番号 38891—シシシリリリアアアルルル番号 416174373 以上

オオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルル

はははじじじめめめににに
このマシンは住宅所有者、および業者、雇われオペ
レーターが使用することを目的としています。この製品
は主に、私道や歩道などの舗装面、および住宅地や
商業地の道路から雪を除去するために設計されていま
す。雪以外のものを取り除く意図では設計されていま
せん。このマシンは本来の目的から外れた使用をする
と運転者本人や周囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、また適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用
するのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

サービス、純正Toro部品、または追加情報が必要な
場合は、製品のモデル番号とシリアル番号を用意の
上、いつでも正規サービスディーラーまたはToroカスタ
マーサービスに連絡してください。図 1に製品のモデ
ル番号とシリアル番号の表示位置を示します。いまの
うちに番号をメモしておきましょう。

重要 モモモバババイイイルルルデデデバババイイイスススでででシシシリリリアアアルルル番号プププレレレーーートトトのののQR
コココーーードドドをををスススキキキャャャンンンすすするるるととと保証、部品、おおおよよよびびびそそそののの他ののの製
品情報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。

g323172

図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番号

シシシリリリアアアルルル番号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図 2
危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重要は製
品の構造などについての注意点を、注意はその他の
注意点を表しています。

この製品は、関連するEU規制に適合しています。詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

重要 本マママシシシンンンををを標高1,500 mををを超えええるるる場所ででで継続的ににに
使ううう場合ははは、エエエンンンジジジンンンがががCARB/EPAののの排出ガガガススス規制ににに
適合すすするるるよよよううう、必ずずず高地用キキキッッットトトををを装着しししてててくくくだだださささいいい。
高地用キキキッッットトトははは、スススパパパーーークククプププラララグググののの汚損、始動困難、
おおおよよよびびび排出ガガガスススののの増加ををを防ぎぎぎつつつつつつ、エエエンンンジジジンンン性能ををを向
上さささせせせままますすす。キキキッッットトトののの取りりり付けけけががが完了しししたたたららら、マママシシシンンンののの
シシシリリリアアアルルル番号デデデカカカーーールルルののの横ににに高地用ラララベベベルルルををを貼りりり付けけけ
てててくくくだだださささいいい。おおお使いいいのののマママシシシンンンににに適合すすするるる高地用キキキッッットトトおおお
よよよびびび高地用ラララベベベルルルををを入手すすするるるにににははは、Toro正規サササーーービビビススス
デデディィィーーーラララーーーににに問合せせせてててくくくだだださささいいい。最寄りりりののの販売店ををを探すすす
場合ははは、当社ウウウェェェブブブサササイイイトトトwww.Toro.comををを見ててていいいたたた
だだだくくくかかか、「排出ガガガススス規制適合保証書」ににに記載ささされれれててていいい
るるる番号にににてててToroカカカスススタタタマママーーーケケケアアア部門まままででで問いいい合わわわてててせせせ
くくくだだださささいいい。標高1,500 m未満でででエエエンンンジジジンンンををを運転すすするるる場合
ははは、エエエンンンジジジンンンかかからららキキキッッットトトををを取りりり外ししし、工場出荷時ののの状態
ににに戻しししてててくくくだだださささいいい。高地仕様ににに改造ささされれれたたたエエエンンンジジジンンンををを
低地ででで使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。オオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトににによよよりりりエエエンンン
ジジジンンンががが損傷すすするるる恐れれれがががああありりりままますすす。
使用中ののののののマママシシシンンンががが高地仕様ににに改造ささされれれててていいいるるるかかかどどど
うううかかかわわわかかからららななないいい場合ははは、次のののラララベベベルルル図 3ををを確認しししてててくくく
だだださささいいい。
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図 3

警告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州
第65号決議ににによよよるるる警告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州でででははは、こここののの製品ににに使用
ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排気にににははは発癌性ややや
先天性異常なななどどどののの原因とととなななるるる物質ががが含ままま

れれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。
米国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州でででははは、こここののの製品ををを使用ししし
たたた場合、ガガガンンンややや先天性異常なななどどどををを誘発すすするるる物
質ににに触れれれるるる可能性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。
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安全にににつつついいいててて
安全ににに関すすするるる一般的ななな注意
このマシンは手足を切断したり物をはね飛ばしたりする
能力があります。重大な人身事故を防ぐため、常にす
べての安全上の指示に従ってください。

• エンジンを起動する前に、このオペレーターズマ
ニュアルの内容を読んで理解してください。この
製品を使うすべての人が、その使用方法、迅速
にエンジンを切る方法、および警告を理解するよ
うにしてください。

• 何らかの理由で操作位置を離れる場合は必ずエン
ジンを切ってください。

• マシンの可動部品の近くには絶対に手足を近づ
けないでください。

• すべてのガードおよびその他の安全保護装置が設
置され、機能する状態でない場合はマシンを操作
しないでください。

• 排出口に近づかないようにしてください。周囲の
人や特に小さい子供を操作エリアに近づけないで
ください。

• 決して子供にマシンを操作させないでください。
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安全ラララベベベルルルととと指示ラララベベベルルル
以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。破損したりはがれたりし
た場合は新しいラベルを貼り直してください。

x 3

1 2

3 4

5

120-9805
decal120-9805

120-9805

1. キーを差し込む。
2. エンジンに3回プライミングを行う。
3. チョークを引く。
4. スターターコードを引く。
5. エンジンがかかったら、チョークを戻す。

decal121-6817

121-6817

1. インペラとオーガにより手や足が損傷/切断される危険がある
ため、周辺の人を近づけないでください。

decal121-6847

121-6847

1. 指や手を切断する危険インペラシュートの中に手を入れな
いでください。シュートの詰まりを取り除くために道具を使う
際は、必ずエンジンを切ってください。

decal131-6487

131-6487

1. エンジンを切る 3. 速い
2. 遅い

decal133-8061

133-8061
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decal136-7825

136-7825

1. 燃料 2. 燃料の遮断

decal144-0326

144-0326

1. 速い 3. 遅い
2. 前進速度 4. 後退速度

decal138-0650

138-0650

1. 左に曲がるには、下のレバーを握る。 5. 指や手の切断インペラブレード可動部には近づかないでくだ
さい。すべてのガードやシールドを所定の位置に確実に取り
付けてください。マシンの整備を行う際は、イグニッションから
キーを抜いてください。

2. トラクションドライブを作動させるには、上側のレバーを握る。 6. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。
3. 警告操作説明書を読むこと。 7. インペラを作動させるには、上側のレバーを握る。
4. 指や手の切断インペラブレードシュートの中に手を入れないでく

ださい。シュートの詰まりを取り除くために道具を使う際は、必
ずエンジンを切ってください。

8. 右に曲がるには、下のレバーを握る。
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組みみみ立ててて

1
エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量ををを点検すすするるる
必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
注 マシンは、エンジンクランクケースにオイルが充填
された状態で出荷されています。エンジンを始動する
前に、オイル量を確認し、必要に応じてオイルを補充
してください。

エンジンオイルの量を点検する (ページ 16)を参照し
てください。

2
スススキキキッッッドドドとととスススクククレレレーーーパパパーーーのののチチチェェェッッッ
ククク

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
オーガースキッドとスクレーパーのチェックと調整 (ペー
ジ 16)を参照してください。

3
トトトラララクククシシショョョンンンドドドララライイイブブブののの動作
チチチェェェッッッククク

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順

注意
トトトラララクククシシショョョンンンドドドララライイイブブブががが適切ににに調整ささされれれててていいいななないいいととと、
マママシシシンンンががが意図しししたたた方向とととははは逆ににに動ききき出ししし、怪我ややや
物的損害ををを招くくく場合がががああありりりままますすす。
必要ににに応じじじててて、トトトラララクククシシショョョンンンドドドララライイイブブブををを慎重にににチチチェェェッッッ
クククししし適切ににに調整すすするるる。

1. エンジンを始動する。 エンジンの始動 (ページ
9)を参照方。

2. 速度切替レバーをニュートラル位置から少し引き
出す。速度切替レバーの操作 (ページ 12)を参
照方。

3. 左側トラクションレバーをハンドグリップに向かっ
て握る図 4。

g322974

図 4

マシンは後方に動くはずです。マシンが動かな
い、または前進する場合は、以下の手順を行っ
てください

A. トラクションレバーを放し、エンジンを切る。
B. コントロールパネルの下にある速度選択レ

バーのブラケットに固定された、スピードケー
ブルのナット2つを緩める図 5。

g326129

図 5

1. スピードケーブルのナット

C. ケーブルを下に引く。
D. ナット2個を締め付ける

4. トラクションレバーを放す。
5. 速度切替レバーをニュートラル位置から少し押し
出す。速度切替レバーの操作 (ページ 12)を参
照方。
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6. 左側トラクションレバーをハンドグリップに向かっ
て握る図 4。
マシンは前方に動くはずです。マシンが動かな
い、または後退する場合は、以下の手順を行っ
てください

A. トラクションレバーを放し、エンジンを切る。

B. コントロールパネルの下にある速度選択レ
バーのブラケットに固定された、スピードケー
ブルのナット2つを緩める図 5。

C. ケーブルを上方向に押し上げる。

D. ナット2個を締め付ける。
7. 調整を行った場合は、調整が不要になるまで

この手順を繰り返す。

重要 トトトラララクククシシショョョンンンレレレバババーーーををを離しししたたた位置にににしししてててもももマママシシシンンンががが動
くくく場合ははは、トトトラララクククシシショョョンンンケケケーーーブブブルルルををを点検しししてててくくくだだださささいいい。 トトトラララ
クククシシショョョンンンケケケーーーブブブルルルのののチチチェェェッッックククととと調整 (ペペペーーージジジ 18)ををを参照すすす
るるるかかか、正規サササーーービビビススス代理店ににに修理ををを依頼しししてててくくくだだださささいいい。

4
ドドドリリリフフフトトトブブブレレレーーーカカカーーーののの拡張

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
必要に応じてドリフトブレーカーを拡張する。

g258084
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製品ののの概要

g323249

図 7

1. ハンドグリップ (2) 11. 排出シュート

2. オーガー/インペラーレバー 12. ドリフトブレーカー (2)
3. オーガ高さ調整レバー 13. スクレーパ

4. 速度切替レバー 14. オーガー

5. ハンドウォーマースイッチ 15. スキッドー (2)
6. トラクションレバー 16. ヘッドライト

7. Quick Stick®排出シュート
制御

17. 電気始動ボタン

8. 燃料タンクキャップ 18. 電動スタートプラグイン
9. オイル注油管ディップス

ティック
19. リコイルスタートハンドル

10. シュートデフレクター 20. ホイールクラッチレバー (2)

g016500

図 8

1. プライマー 5. スロットル

2. キー 6. オイルドレンプラグ

3. チョーク 7. リコイルスタートハンドル

4. 燃料シャットオフバルブ

g004217

図 9

1. 除雪用ツールハンドル取り付用

仕様
モモモデデデルルル ウウウェェェイイイトトト 長さささ 幅 高さささ

138 kg 74 cm
38890

(304 lb) 160 cm (29”) 114 cm

141 kg 84 cm
38891

(311 lb)

(63”)

(33”)

(45”)

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト/アアアクククセセセサササリリリーーー
Toro承認済みのアタッチメントおよびアクセサリをマシン
と一緒に使って、その機能を強化および拡張することが
できます。承認済みのアタッチメントとアクセサリのリス
トについては、認定サービス ディーラーまたはToro認
定販売店にお問い合わせいただくか、www.Toro.com
にアクセスしてください。

マシンの最適なパフォーマンスと継続的な安全認証を
維持するには、Toro純正の交換部品とアクセサリのみ
を使ってください。他社製の交換部品やアクセサリは危
険である可能性があり、それらを使うと製品保証が無
効になる場合があります。
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運転操作
注 前後左右は運転位置からみた方向です。

運転ののの前ににに

運転前ののの安全確認

安全ににに関すすするるる一般的ななな注意
• 電動スススタタターーートトトモモモデデデルルルのののみみみ取扱説明書で指定された延
長コードおよびコンセントを使ってください。電源に接
続する前に、電源コードを点検してください。コード
が損傷している場合は交換してください。マシンを起
動しないときは、必ず電源コードを抜いてください。

• 目の保護具、長ズボン、滑りにくい丈夫な履物、
聴覚保護具などの適切な衣服を着用してください。
長い髪は後ろで束ね、ゆったりとした衣服はしっか
りと留め、ぶら下がるようなアクセサリーは身に着
けないでください。

• マシンを使う場所を綿密に点検し、ドアマット、そ
り、ボード、ワイヤー、その他の異物をすべて取
り除いてください。

• シールド、安全装置、またはデカールが破損、判
読不能、あるいは紛失している場合は、運転を開
始する前に修理または交換してください。また、緩
んでいる留め具はすべて締め直してください。

• 砂利や砕石の表面と接触しないよう、コレクターハ
ウジングの高さを調整してください。

燃料にににつつついいいてててののの安全事項
燃料は極めて引火性が高く、爆発の危険があります。
燃料による発火や爆発は、あなたや他の人々に火傷を
負わせる恐れがあります。

• 静電気による燃料への引火を防ぐため、燃料を注
入する際は、容器やマシンを車両内や他の物の上
ではなく、地面に置いてください。

• 燃料タンクに燃料を給油する際は、エンジンが冷え
ているときに屋外でしてください。燃料キャップを確
実に取り付け、こぼれた燃料を拭き取ってください。

• 喫煙中や、裸火または火花の周りで燃料を扱わな
いでください。

• 燃料は承認された容器に入れ、子供の手の届かな
い所に保管してください。

• 燃料がタンクに入っているときは、取扱説明書の指
示以上には、マシンを傾けないでください。

• 衣服に燃料をこぼした場合は、直ちに衣服を着替
えてください。

燃料ををを補給すすするるる
タイプ 無鉛ガソリン

最低オクタン価 87米国または91リサーチオク
タン価米国以外

エタノール 容積で10%以下

メタノール なし

MTBEメチルターシャリーブチ
ルエーテル

容積で15%以下

オイル 燃料に添加しないこと

信頼できる供給元から入手した、清潔で新しい購入か
ら30日以内の燃料のみを使ってください。

図 10に示すように燃料タンクに給油してください。そ
の際、給油口のネック下端を超えて給油しないでくだ
さい。

g216203

図 10

重要 最良ののの結果ををを得るるるにににははは、30日以内ににに使いいい切るるるととと
見込まままれれれるるる量ののの燃料のののみみみををを購入しししてててくくくだだださささいいい。そそそれれれ以
外ののの場合ははは、燃料安定剤・・・調整剤のののメメメーーーカカカーーーののの指示ににに
従いいい、新しししいいい燃料にににそそそれれれらららををを添加しししてててくくくだだださささいいい。

運転中ににに

運転中ののの安全確認

安全ににに関すすするるる一般的ななな注意
• 詰まままりりりををを取りりり除くくく前にににエエエンンンジジジンンンををを停止ししし、常ににに棒ままま
たたたははは付属しししててていいいるるる場合ははは除雪用ツツツーーールルルををを使っっっててて
くくくだだださささいいい。

• マシンの操作中は、ハンドルの後ろにいるか排出
口から離れてください。顔、手、足、そそそののの他身体
ののの部位ややや衣服ををを、可動部ややや回転部近づづづけけけななないいいででで
くくくだだださささいいい。

• 雪の噴出口を人や、物的損害が生じる恐れのある
場所に向けないでください。

• このマシンを運転する時は常に十分な注意を払って
ください。運転中は運転操作に集中してください注
意散漫は事故の大きな原因となります。
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• 特にマシンを後退させて操作する際は、滑ったり転
倒したりしないよう十分注意してください。

• 常に足元をしっかりと確かめ、ハンドルをしっかりと
握ってください。決して走らずに歩いてください。

• 坂の上でマシンを操作するとき、細心の注意を払っ
てください。

• 視界や照明が不十分な状態でマシンを操作しな
いでください。

• マシンを後退させる時は、後方を確認し、注意して
操作してください。

• 除雪作業をしていないときは、オーガーへの動力
を切ってください。

• 砂利道、歩道、または道路上でマシンを操作する
とき、または横断するときは、細心の注意を払って
ください。隠れた危険や通行に注意してください。

• 取扱説明書に指示がある場合を除き、エンジンの
運転中に調整を行おうとしないでください。

• 異物に衝突した場合は、エンジンを切ってキーを抜
き、マシンに損傷がないか点検してください。マシ
ンを起動する前に、損傷を修復してください。

• マシンが異常に振動し始めた場合は、エンジンを切
り、直ちに原因をチェックしてください。

• 排気ガスは危険なため、屋内でエンジンをかけな
いでください。

• マシンの能力以上の負荷がかかるので、あまりに速
い速度で除雪を行おうとしないようにしてください。

• エンジンを始動する前に、すべてのクラッチを解除
し、シフトレバーをニュートラルにしてください。

• 運転位置を離れるとき、集雪部・インペラ・排出
シュートの詰まりを取り除く前、および修理・調整・
点検を行うときは、必ずエンジンを切ってください。

• 滑りやすい表面では、マシンを高速で運転しないで
ください。

エエエンンンジジジンンンののの始動

電動スススタタターーートトトののの使用
注 電動スターターを使う場合電動スタートモデルのみ、まず電源コードを本体の接続部に差し込み、次に電
源コンセントに接続してください。屋外用として推奨されている、UL規格認定を受けた16ゲージの延長コー
ド長さ15 m以内のみを使ってください。

警告
電源コココーーードドドががが損傷ししし、感電ややや火災ののの原因とととなななるるるここことととがががああありりりままますすす。

マママシシシンンンををを使ううう前ににに電源コココーーードドドををを十分ににに点検しししてててくくくだだださささいいい。コココーーードドドががが損傷しししててていいいるるる場合ははは使わわわななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。損傷しししたたたコココーーードドドははは直ちちちににに交換まままたたたははは修理しししてててくくくだだださささいいい。サササポポポーーートトトががが必要ななな場合ははは、認定サササーーー
ビビビスススデデディィィーーーラララーーーににに連絡しししてててくくくだだださささいいい。

注意
電源プププラララグググをををコココンンンセセセンンントトトににに差ししし込んんんだだだままままままにににしししててておおおくくくととと、誰かかかががが誤っっってててマママシシシンンンををを始動さささせせせ、人身事故ややや物的
損害ををを引ききき起こここすすす恐れれれがががああありりりままますすす。

マママシシシンンンををを起動しししななないいいととときききははは、必ずずず電源コココーーードドドををを抜いいいてててくくくだだださささいいい。
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g323193

図 11

リリリコココイイイルルルスススタタターーートトトののの使用

g260415

図 12
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エエエンンンジジジンンンののの停止手順

g252411

図 13

ハハハンンンドドドウウウォォォーーーマママーーーののの操作
ハンドウォーマーは次のように操作します

• スイッチをオン位置にすると、ハンドウォーマーの
電源が入ります。

• スイッチをオフ位置にすると、ハンドウォーマーの
電源が切れます。

g026460

図 14

1. オン/オフ スイッチ 3. オフ位置
2. オン位置

オオオーーーガガガ高さささ調整レレレバババーーーののの操作
オーガ高さ調整レバーを使って、オーガハウジング
の高さを調整する。

オーガ高さ調整レバーを押し下げながら、必要に応じ
てハンドルを上下に動かし、オーガを希望の高さに
合わせる。

レバーを放して、オーガーを希望の高さで固定する。

g511191

図 15

1. オーガ高さ調整レバー
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トトトラララクククシシショョョンンンドドドララライイイブブブののの操作
注意

トトトラララクククシシショョョンンンドドドララライイイブブブががが適切ににに調整ささされれれててていいいななないいいととと、
マママシシシンンンががが意図しししたたた方向とととははは逆ににに動ききき出ししし、怪我ややや
物的損害ををを招くくく場合がががああありりりままますすす。
必要ににに応じじじててて、トトトラララクククシシショョョンンンドドドララライイイブブブををを慎重にににチチチェェェッッッ
クククししし適切ににに調整すすするるる。詳細にににつつついいいてててははは トトトラララクククシシショョョ
ンンンケケケーーーブブブルルルのののチチチェェェッッックククととと調整 (ペペペーーージジジ 18)ををを参照
しししてててくくくだだださささいいい。

重要 トトトラララクククシシショョョンンンレレレバババーーーををを離しししたたた位置にににしししてててもももマママシシシンンンががが動
くくく場合ははは、トトトラララクククシシショョョンンンケケケーーーブブブルルルををを点検しししてててくくくだだださささいいい。 トトトラララ
クククシシショョョンンンケケケーーーブブブルルルのののチチチェェェッッックククととと調整 (ペペペーーージジジ 18)ををを参照すすす
るるるかかか、正規サササーーービビビススス代理店ににに修理ををを依頼しししてててくくくだだださささいいい。

1. 左側トラクションレバーをハンドグリップに向かっ
て握る図 16。

g322974

図 16

2. トラクションドライブを停止するには、トラクショ
ンレバーを放す。

ホホホイイイーーールルルクククラララッッッチチチレレレバババーーーののの操作
ホイールクラッチレバーを使うと、トラクションドライブレ
バーを入れたまま、片側または両側の車輪への駆動
力を一時的に遮断することができます。これにより、マ
シンの旋回や操作が容易になります。

注 ハンドルに向かってトラクションレバーを押し下げる
と、両輪のトラクションドライブが作動します。

マシンを右に旋回させるには、右側の車輪クラッチレ
バーを持ち上げ、ハンドル側へ握り寄せます図 17。

g001307

図 17

注 これにより、右車輪への駆動が遮断される一方で左
車輪は駆動し続け、マシンは右に旋回します。

注 同様に、左側のホイールクラッチレバーを握ると、
マシンは左に旋回します。

旋回を終えてホイールクラッチレバーを放すと、駆動
力が再び両輪に伝わります図 18。

g001308

図 18

このように左右いずれかのホイールクラッチレバーを
一時的に握ったり離したりすることでも、特に深い雪
の中でマシンを直進させるための操舵調整が可能に
なります。

左右のホイールクラッチレバーを同時に握ると、両輪へ
の駆動力が遮断されます。これにより、後退ギアに切
り替えるために停止することなく、手動でマシンを後退
させることができます。また、エンジンが停止している
状態でも、マシンの取り回しや移動が容易になります。

速度切替レレレバババーーーののの操作
速度切替レバーには、前進ギアと後退ギアがありま
す。速度を変更するには、走行レバーを放し、速度
切替レバーを希望の位置に動かします図 19。レバー
は、切替へた速度位置のノッチにロックされます。

g326462

図 19

オオオーーーガガガイイインンンペペペラララ駆動部ののの操作
1. オーガインペラを駆動させるには、右側オーガ

インペラのレバーをハンドルグリップに向かって
握る図 20。
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g322975

図 20

2. オーガとインペラを停止させるには、右側のレ
バーを放す。

重要 オオオーーーガガガイイインンンペペペラララレレレバババーーーととと走行レレレバババーーーののの両方
ををを操作すすするるるととと、走行レレレバババーーーがががオオオーーーガガガイイインンンペペペラララレレレ
バババーーーをををロロロッッッククク状態ににに保つつつたたためめめ、右手ををを放すすすここことととががが
ででできききままますすす。両方のののレレレバババーーーををを解除すすするるるにににははは、左側トトト
ラララクククシシショョョンンンのののレレレバババーーーををを離すすすだだだけけけででですすす。

3. オーガインペラレバーを放してもオーガとインペ
ラが回転し続ける場合は、マシンの操作をやめ
てください。オーガインペラケーブルをチェック
し、 オーガーインペラーケーブルのチェックと調
整 (ページ 19)を参照し必要に応じて調整する。
それ以外の場合は、マシンを認定サービスディー
ラーに持って行き修理を依頼してください。

警告
オオオーーーガガガイイインンンペペペラララレレレバババーーーををを放しししてててもももオオオーーーガガガとととイイインンン
ペペペラララががが回転ししし続けけけるるる場合ははは、ごごご自身ややや周囲
ののの人ががが重傷ををを負ううう恐れれれがががああありりりままますすす。

マママシシシンンンををを操作しししななないいいでででくくくだだださささいいい。認定サササーーービビビススス
デデディィィーーーラララーーーににに持っっっててて行ききき修理ををを依頼しししてててくくくだだだ
さささいいい。

Quick Stick®ののの操作
注 青いノブを目一杯押してラッチを解除し、Quick
Stick®を操作します。

g030118

図 21

排出シシシュュューーートトトののの詰まままりりり除去
警告

オオオーーーガガガーーー/イイインンンペペペラララががが作動しししててていいいるるるのののににに排出シシシュュューーー
トトトかかかららら雪ががが出なななけけけれれればばば、排出シシシュュューーートトトががが詰まままっっっててて
いいいるるる場合がががああありりりままますすす。

排出シシシュュューーートトトののの詰まままりりりををを除去すすするるる際にににははは絶対ににに手
ををを使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。そそそうううしししななないいいととと人身傷害ががが発
生すすするるる可能性がががああありりりままますすす。

• 排出シュートの詰まりを除去するには、操作位置
にとどまったまま、左側走行レバーを放してくださ
い。オーガ/インペラを回転させながら、ハンドルを
押し下げて、マシンの前面を舗装面から数センチ
持ち上げてください。続いて、ハンドルを素早く持
ち上げ、マシンの前面を舗装面に打ち付けます。
排出シュートから雪が流れ出るまで、必要に応じ
て繰り返します。

• マシンの前部をぶつけても排出シュートの詰まりが
取れない場合は、エエエンンンジジジンンンををを切りりり、すすすべべべてててののの可動
部分ががが停止すすするるるのののををを待っっってててかかかららら、雪除去ツツツーーールルルををを
使っっってててくくくだだださささいいい(図 9)。
重要 マママシシシンンンののの前部ををを舗装面にににぶぶぶつつつけけけててて排出シシシュュューーー
トトトののの詰まままりりりををを解消すすするるるととと、スススキキキッッッドドドががが動くくく場合がががああありりり
ままますすす。スススキキキッッッドドドををを調整ししし、スススキキキッッッドドドボボボルルルトトトをををしししっっっかかかりりりととと
締めめめるるる。オオオーーーガガガーーースススキキキッッッドドドとととスススクククレレレーーーパパパーーーのののチチチェェェッッッククク
ととと調整 (ペペペーーージジジ 16)ををを参照しししてててくくくだだださささいいい。
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ヒヒヒンンントトト

危険
マママシシシンンンののの運転中はははイイインンンペペペラララとととオオオーーーガガガががが回転しししててていいいるるる
たたためめめ、手ややや足ををを負傷しししたたたりりり、切断しししたたたりりりすすするるる恐れれれ
がががああありりりままますすす。
• マママシシシンンンののの調整、清掃、点検、トトトラララブブブルルルシシシュュューーー
テテティィィンンングググ、まままたたたははは修理ををを行ううう前ににに、エエエンンンジジジンンンををを
切りりり、すすすべべべてててののの可動部ががが停止すすするるるのののををを待っっってててくくく
だだださささいいい。誤っっっててて誰かかかがががエエエンンンジジジンンンががが始動すすするるるののの
ををを防ぐぐぐたたためめめ、スススパパパーーークククプププラララグググかかからららワワワイイイヤヤヤーーーををを外
ししし、プププラララグググかかかららら離しししててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。

• 排出シシシュュューーートトトののの詰まままりりりををを除去しししてててくくくだだださささいいい。排
出シシシュュューーートトトののの詰まままりりり除去 (ペペペーーージジジ 13)ををを参照方。
排出シシシュュューーートトトののの詰まままりりりををを除去すすするるる際ははは、手でででははは
なななくくく、除雪用ツツツーーールルル図 10ををを使っっってててくくくだだださささいいい。

• マママシシシンンンののの操作中ははは、ハハハンンンドドドルルルののの後ろろろにににいいいるるるかかか排
出口かかかららら離れれれてててくくくだだださささいいい。

• 顔、手、足、そそそののの他身体ののの部位ややや衣服ををを、覆
わわわれれれたたた可動部ややや回転部近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。

警告
イイインンンペペペラララーーーががが石、おおおもももちちちゃゃゃ、そそそののの他ののの異物ををを飛ばばば
ししし、あああなななたたたややや近くくくにににいいいるるる人ににに重大ななな傷害ををを与えええ
るるる可能性がががああありりりままますすす。
• 除雪すすするるるエエエリリリアアアかかかららら、オオオーーーガガガーーーががが拾いいい上げげげててて
飛ばばばすすす可能性のののあああるるる物体をををすすすべべべててて取りりり除いいいててて
くくくだだださささいいい。

• 作業エエエリリリアアアかかかららら子供やややペペペッッットトトををを遠ざざざけけけてててくくくだだださささ
いいい。

• 除雪を行う際は、必ずスロットルを高速の位置に
設定してください。

• 負荷がかかってエンジンの回転数が低下したり、ト
ラックがスリップしたりする場合は、マシンを低いギ
アに切り替えてください。

• マシンの前端が浮き上がる場合は、低いギアに切
り替えてください。前部が引き続き浮き上がってくる
ようなら、ハンドルを持ち上げてください。

運転終了後ににに
運転終了後ののの安全確認
安全ににに関すすするるる一般的ななな注意
• 燃料タンクに燃料が入った状態で、給湯器、暖房
器具、衣類乾燥機などの火気や発火源のある建物

内にマシンを保管しないでください。閉めきった場
所にマシンを格納する場合は、エンジンが十分冷
えていることを確認してください。

• マシンを30日以上保管する場合は、重要な情報に
ついて保管 (ページ 22)を参照してください。

• 除雪作業の後は、集雪部やインペラが凍結するの
を防ぐため、数分間マシンを運転してください。

使用後ののの凍結防止
• 雪が降ったり気温が下がったりする条件では、一
部の制御装置や可動部品が凍結する場合がありま
す。凍結しししたたたしししたたたマママシシシンンンををを操作すすするるるととときききははは過度ののの力
ををを加えええななないいいでででくくくだだださささいいい。制御部や部品の動きが重い
または操作しにくい場合は、エンジンを始動してか
ら数分間アイドリングしてください。

• マシンの使用後は、可動部が凍結するのを防ぐた
め、エンジンを数分間動かしたままにしてください。
オーガーインペラーを作動させてハウジング内に
残っている雪を除去してください。クイックスティック
を回転させて凍結を防止します。エンジンを切り、
すべての可動部分が停止するまで待ってから、マシ
ンから氷と雪をすべて取り除いてください。

• エンジンを切った状態で、リコイルスターターと電動
スターターの凍結を防ぐため、リコイルスターター
のハンドルを数回引き、電動スターターのボタン
を1回押してください。
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保守
推奨ささされれれるるる定期整備作業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 2 時間
• トラクションケーブルを点検し、必要に応じて調整する。
• オーガー／インペラーケーブルを点検し、必要に応じて調整する。

使用開始後最初の 5 時間 • エンジンオイルを交換する。

使用するごとまたは毎日 • エンジンオイルレベルをチェックし、必要に応じてオイルを追加する。

50運転時間ごと
• エンジンオイルを交換する。 高負荷状態でエンジンを運転する場合は、25運転時間ご
とにエンジンオイルを交換してください。

100運転時間ごと • スパークプラグを交換する。

毎月 • キャタピラーの張りをチェックし、必要に応じて調整する。

1年ごと

• スキッドとスクレーパーをチェックし、必要に応じて調整する。
• ボギーホイールを点検し、必要に応じて締め付けまたは交換を行う。
• トラクションケーブルを点検し、必要に応じて調整または交換する。
• オーガー／インペラーケーブルを点検し、必要に応じて調整または交換する。
• オーガーギアボックスオイルレベルをチェックし、必要に応じてオイルを追加する。

1年ごとまたは長期保管前

• シーズンの終わりには燃料を抜き、エンジンを運転して燃料タンクとキャブレター内
の燃料を使い切ってください。

• 必要に応じて、認定サービスディーラーにトラクション駆動ベルトまたはオーガー/イ
ンペラー駆動ベルトの点検と交換を依頼してください。

保守作業時ののの安全確保
マシンのメンテナンスを行う前に、以下の安全上の注
意事項を読んでください。

• エンジンを切り、キーを抜き、すべての動きが停
止するまで待ってから運転席を離れてください。調
整、整備、洗浄、格納などは、マシンが十分に冷
えてから行ってください。

• 調整や修理を行う際は、マシンから飛散する異
物から目を守るため、必ず保護メガネを着用して
ください。

• マシンが安全な動作状態にあることを確認するため
に、すべてのボルト・ナットが適切に締められている
かどうかを頻繁に確認してください。

• エンジンのガバナー設定を変更しないでください。

Toro純正交換部品とアクセサリのみを購入してく
ださい。

整備作業にににかかかかかかるるる前ににに
1. マシンを水平な場所に移動する。

2. エンジンを切り、キーを抜き、すべての可動部分
が停止するまで待つ。

3. スパークプラグワイヤーを外す。 スパークプラグ
の交換 (ページ 21)を参照してください。
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エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量ををを点検すすするるる
整備間隔: 使用するごとまたは毎日—エンジンオイルレベルをチェックし、必要に応じてオイルを追加する。

g257528

オオオーーーガガガーーースススキキキッッッドドドとととスススクククレレレーーー
パパパーーーのののチチチェェェッッックククととと調整
整備間隔: 1年ごと—スキッドとスクレーパーをチェック

し、必要に応じて調整する。

スキッドとスクレーパーをチェックして、オーガーが舗装
面や砂利面に接触しないようにする。摩耗を補うため
に必要に応じてスキッドとスクレーパーを調整する。

1. スキッドをオーガーの両側面に固定しているナット
を、スキッドが上下にスムーズに動くようになる
まで緩める。

g019046

図 23

1. 3 mm

重要 オオオーーーガガガーーーブブブレレレーーードドドははは、スススキキキッッッドドドににによよよっっっててて地面
かかかららら浮いいいたたた状態ででで支えええららられれれなななけけけれれればばばなななりりりままませせせんんん。

2. スクレーパーが水平面から3 mm浮いた状態で、
かつ水平面と平行になるようにする。

注 舗装面にひび割れ、凹凸、または不均一な
箇所がある場合は、スキッドを調整してスクレー
パーを上げてください。砂利面では、マシンが石
を巻き込まないように、スキッドをさらに下方に
調整してください。

3. スキッドを地面と同じ高さになるまで下げる。

4. スキッドをオーガーの両側面に固定しているナット
をしっかりと締め付ける。

注 スキッドが緩んだ際に素早く調整するには、
スクレーパーを舗装面から3 mm浮かせた状態で
支え、スキッドを舗装面に接する位置まで下げて
調整します。

注 スキッドが著しく摩耗した場合は、裏返して、
未使用の面を舗装面に向けて取り付けることが
できます。
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ボボボギギギーーーホホホイイイーーールルルののの点検ととと締めめめ
付けけけ
整備間隔: 1年ごと
1. 整備作業にかかる前に (ページ 15)を参照して

ください。

2. ボギーホイールを点検する。ボルトを締め付ける
か、必要に応じてボギーホイールを交換する。

g491239

図 24

1. 必要に応じてボルトを締め付ける。

キキキャャャタタタピピピラララーーーののの張りりりのののチチチェェェッッッククク
ととと調整
整備間隔: 毎月
1. 整備作業にかかる前に (ページ 15)を参照して

ください。

2. 中央のローラーと後部のローラーの間に44 N4.75
kgmの力を加える図 25。

g325787

図 25

3. キャタピラーのたわみが約9.5 mmになるように
する。

4. キャタピラーのたわみが約9.5 mmでない場合、
またはキャタピラーが跳ねる場合は、次のように
キャタピラーの張りを調整する

A. リアローラーヨークのナットを少し緩める図
26。

g325788

図 26

1. リアローラーヨークのナット
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B. 必要に応じて六角ボルトを調整する図 27。

注 キャタピラーのたわみが9.5 mmを超える
場合は、ボルトを時計回りに回す。キャタピ
ラーのたわみが9.5 mm以下の場合は、ボル
トを反時計回りに回す。

g325789

図 27

1. 六角調整ボルト

C. キャタピラーのたわみが約9.5 mmになるよう
にしてください。

D. リアローラーヨークのナットを締める。

E. もう一方のキャタピラーについても繰り返す。

トトトラララクククシシショョョンンンケケケーーーブブブルルルのののチチチェェェッッッ
クククととと調整
整備間隔: 使用開始後最初の 2 時間—トラクション

ケーブルを点検し、必要に応じて調
整する。

1年ごと—トラクションケーブルを点検し、必要に
応じて調整または交換する。

マシンが前進または後退しない場合、あるいはトラク
ションレバーを放しても走行してしまう場合は、トラク
ションケーブルを調整してください。

トラクションレバーを解除した状態で、トラクションケー
ブルにたるみがないようにしてください図 28。

g325790

図 28

トラクションケーブルにたるみがある場合、左側トラク
ションのケーブルが適切に調整されていません。

トラクションケーブルを調整するには、次の手順を行
います

1. ジャムナットを緩める図 29。
2. ケーブルがピンと張るまで、ターンバックルを緩

めるか締め付ける。

3. ジャムナットを締め付ける。

g325791

図 29

1. ターンバックル 2. ジャムナット
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オオオーーーガガガーーーイイインンンペペペラララーーーケケケーーーブブブルルル
のののチチチェェェッッックククととと調整
整備間隔: 使用開始後最初の 2時間—オーガーインペ

ラーケーブルを点検し、必要に応じ
て調整する。

1年ごと—オーガーインペラーケーブルを点検
し、必要に応じて調整または交換する。

1. ベルトカバーを固定しているねじ2本を外す図 30。
2. ベルトカバーを取り外す(図 30)。

g323250

図 30

3. オーガーインペラレバーを解除した状態で、オー
ガークラッチアームとマシンフレームとの隙間が、
図 31に示す通り1.5 mmになるようにする。

g260108

図 31

1. 1.5 mm 3. オーガークラッチアーム

2. フレーム

4. オーガーインペラーケーブルが適切に調整されて
いない場合は、以下の手順を行ってください

5. ジャムナットを緩める図 32。

g322960

図 32

1. ジャムナット 2. ターンバックル

6. ケーブルの張りを調整するターンバックルを緩め
るか、締め付ける図 32。

7. 適切な隙間が得られるまで、ターンバックルを
調整する。

8. ジャムナットを締め付ける。

9. 先ほど取り外したネジ2本を、ベルトカバーに取
り付ける。

10. オーガーインペラーケーブルが適切に調整されて
いても問題が解決しない場合は、正規サービス
店に連絡してください。

オオオーーーガガガーーーギギギアアアボボボッッックククスススオオオイイイルルル
量のののチチチェェェッッッククク
整備間隔: 1年ごと—オーガーギアボックスオイルレベ

ルをチェックし、必要に応じてオイル
を追加する。

1. マシンを水平な場所に移動する。

2. パイププラグの周囲を清掃し、ギアボックスから
パイププラグを取り外す図 33。

注 必要に応じて、プライヤーを使うとパイププラ
グの取り外しが楽になります。
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g323263

図 33

3. 清潔なケーブルタイなど、適切な測定具を使って
オイルレベルをチェックする。オイルの油面が、
注入口より約3.8cm下になるようにする図 34。

g257737

図 34

4. オイルレベルが低い場合は、GL-5またはGL-6規
格のSAE 85-95 EPギアオイルをギアボックスに
補充し、再度オイルレベルをチェックする。

注 合成油は使用しないでください。
5. ギアボックスにパイププラグを取り付ける。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの交換
整備間隔: 使用開始後最初の 5時間—エンジンオイル

を交換する。

50運転時間ごと—エンジンオイルを交換する。
高負荷状態でエンジンを運転する場合は、25運
転時間ごとにエンジンオイルを交換してください。

オイルが温まると流れが良くなり、より多くの不純物を
排出できるため、可能であれば、オイル交換の前に
数分間エンジンを回してください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの容量 0.95 L

オオオイイイルルル粘度 図 36を参照してください。

APIサササーーービビビスススののの分類 SJ以上

*オイルを抜いた後も、クランクケース内にオイルが残
ります。オイルを全量クランクケースに注入しないで
ください。以下の手順に従って、クランクケースにオ
イルを注入してください。

1. マシンを水平な場所に移動する。
2. オイルドレンナットの周りを清掃する (図 35)。

g016496

図 35

1. オイルドレンナット

3. ドレン延長部の下にオイル受け皿を滑り込ませ、
ドレンナットを取り外す。

4. オイルを抜く。

注 使用済みのエンジンオイルは、地域のリサイ
クルセンターで適切に処分してください。

5. オイルドレンナットを取り付け、しっかりと締め
付ける。

6. オイル注入口およびディップスティックの周りを
清掃する。

7. ディップスティックを回して緩め、取り外す。
8. エンジン規定量の約4分の3のオイルを、オイル
注入口からゆっくりと注ぎ入れる。
予想される外気温の範囲に合わせて、最適なオ
イル粘度を図 36を使って選定してください。

g011606

図 36
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9. エンジン内のオイルが落ち着くまで3分間待つ。
10. きれいな布でディップスティックをきれいに拭く。

11. オイル注入口のパイプにディップスティックを差
し込んでねじ込んでからディップスティックを抜
き取る。

12. ディップスティックのオイルレベルを読み取る。

• ディップスティックの油量が少なすぎる場合
は、オイル注入口から少量のオイルを慎重に
注ぎ入れ、3分間待ってからディップスティッ
クの油量が適正になるまで手順10から12を
繰り返す。

• ディップスティックの油面が高すぎる場合は、
適正な高さになるまで余分なオイルを抜く。

重要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量ががが少なななすすすぎぎぎるるる、まままたたたははは
多すすすぎぎぎるるる状態でででエエエンンンジジジンンンををを回すすすととと、エエエンンンジジジンンンををを損
傷すすするるる恐れれれがががああありりりままますすす。

13. オイルフィラーチューブにディップスティックをしっ
かりと差し込む。

スススパパパーーークククプププラララグググののの交換
整備間隔: 100運転時間ごと—スパークプラグを交換

する。

警告
エエエンンンジジジンンンががが熱いいい状態でででスススパパパーーークククプププラララグググををを交換すすするるる
ととと、やややけけけどどどをををすすするるる恐れれれがががああありりりままますすす。

エエエンンンジジジンンンががが冷えええるるるまままででで待っっってててかかからららスススパパパーーークククプププラララグググををを
交換しししてててくくくだだださささいいい。

Toro製スパークプラグ、または同等品Champion®
RN9YCまたはNGK BPR6ESを使ってください。

1. ブーツを取り外す (図 37)。

g016645

図 37

1. スパークプラグのブーツ

2. スパークプラグの取り付け部周辺を清掃する。

g016646

図 38

3. 古いスパークプラグを取り外し、廃棄する。

注 スパークプラグを取り外すには、ラチェットレン
チ用のエクステンションが必要です。

4. 新しいスパークプラグの電極間隔を、図 39に示
すように0.76 mmに調整する。

g001029

図 39

1. 0.76 mm

5. 新しいスパークプラグを取り付けてしっかりと締
め、イグニッションワイヤーをスパークプラグに
接続する。

注 イグニッションワイヤーがスパークプラグにカ
チッと音がするまで確実に取り付けるようにして
ください。

駆動ベベベルルルトトトののの交換
オーガー/インペラー駆動ベルトまたはトラクション駆動
ベルトが磨耗したり、オイルに浸かったり、その他の損
傷が生じた場合は、認定サービスディーラーにベルト
の交換を依頼してください。
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ヘヘヘッッッドドドララライイイトトトののの交換
必要に応じて、ヘッドライトアセンブリToro部品番号138-0670を交換してください。
1. ヘッドライトの背面からヘッドライトの配線を外す図 40のA。
2. ヘッドライトブラケットにヘッドライトアセンブリを固定しているボルトとナットを取り外し、ヘッドライトアセ

ンブリを取り外す図 40のB。
3. 取り外しておいたナットとボルトを使って、新しいヘッドライトアセンブリをヘッドライトブラケットに取り付

ける図 40のC。
4. ヘッドライトワイヤーを、しっかりと固定されるまでヘッドライトの背面にまっすぐ差し込む図 40のD。

g326789

図 40

保管
格納保管時ののの安全確保
• エンジンを切り、キーを抜き、すべての動きが停
止するまで待ってから運転席を離れてください。調
整、整備、洗浄、格納などは、マシンが十分に冷
えてから行ってください。

• 燃料の蒸気は引火性が高く爆発しやすく、吸入す
ると危険です。裸火のある場所に本製品を保管
すると、燃料の蒸気に引火し、爆発を引き起こす
場合があります。

• マシンを、住宅居住エリアや地下室、あるいは給
湯器、暖房器具、衣類乾燥機、暖房用炉、その
他の機器など、着火源が存在する可能性のある場
所には保管しないでください。

• 燃料タンクに燃料が入った状態で、マシンを前後い
ずれの方向にも傾けないでください。燃料が漏れ
出す場合があります。

• ハンドルを地面に倒した状態でマシンを保管しな
いでください。オイルがエンジンのシリンダー内や
地面に漏れ出し、エンジンがかからなくなる場合
があります。

マママシシシンンンののの保管
1. その年最後の給油の際は、燃料安定剤の製造
元の指示に従い、新しい燃料に燃料安定剤を
添加する。

重要 燃料安定剤ののの製造元ががが推奨すすするるる期間ををを超
えええててて燃料ををを保管しししななないいい。

2. エンジンを10分間運転し、添加剤で処理された
燃料を燃料系全体に行き渡らせる。

3. エンジンの燃料がなくなるまでマシンを運転する。
4. エンジンに燃料を送り込み、再び始動させる。
5. 停止するまでエンジンを運転させる。エンジンを
始動できなくなれば、燃料は残っていません。

6. エンジンが冷めるまで待つ。
7. キーを抜く。
8. マシンを綺麗に清掃する。
9. 認定サービスディーラーから入手できる塗料を
使って、欠けた表面を補修する。塗装する前
に、影響を受けた部分を研磨し、金属部品の錆
を防ぐために防錆剤を使ってください。

10. 緩んだネジ、ボルト、ロックナットをすべて締め
る。損傷した部品を修理または交換する。

11. マシンにカバーをかけ、子供の手の届かない、
清潔で乾燥した場所に保管する。
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保管状態かかかららら通常使用状態
へへへののの復帰
「推奨メンテナンススケジュール」に記載されている年
次メンテナンス手順を実施してください。整備作業に
かかる前に (ページ 15)を参照方。
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故障探究
問題 考えええららられれれるるる原因 対策

1. 電源コードがコンセントまたは本体から
外れている。

1. 電源コードをコンセントまたはマシンに
接続する。

2. 電源コードが摩耗、腐食、または損傷
している。

2. 電源コードを交換する。

セルモーターが回転しないセルスターター
付きモデルのみ。

3. コンセントに電気が来ていない。 3. 有資格の電気工事士にコンセントに通
電してもらう。

1. キーがイグニッションに差し込まれてい
ない。

1. キーをイグニッションに挿入する

2. チョークはオフの位置にあり、プライ
マーは押されていない。

2. チョークをオンの位置にし、プライマー
を3回押す。

3. 燃料シャットオフバルブが開いていな
い。

3. 燃料シャットオフバルブを開く。

4. スロットルが高速の位置にない。 4. スロットルを高速位置に動かす。
5. 燃料タンクが空であるか、燃料系統に
劣化した燃料が入っている。

5. 燃料タンクの燃料を抜き取るか、また
は新しい燃料30日以内の新しいものを
補給する。問題が解決しない場合は、
正規サービス店に連絡してください。

6. スパークプラグワイヤーが緩んでいる
か、外れている。

6. ワイヤーをスパークプラグに接続する。

7. スパークプラグに傷や汚れがあるか、
ギャップが不適切になっている。

7. スパークプラグをチェックし、必要に応
じてギャップを調整する。スパークプラ
グに傷、汚れ、またはひび割れがある
場合は、交換する。

8. 燃料ベントキャップが詰まっている。 8. ベントの詰まりを取り除くか、燃料キャッ
プを交換する。

エンジンがかからない、またはかかりにく
い。

9. エンジンクランクケース内のエンジンオ
イル量が少なすぎるか、または多すぎ
る。

9. オイルを補充または排出して、エンジ
ンクランクケース内の油量をディップス
ティックのフルマークに合わせる。

1. チョークがオンの位置にある。 1. チョークをオフ位置まで回す。

2. 燃料シャットオフバルブが完全に開い
ていない。

2. 燃料シャットオフバルブを開く。

3. 燃料タンクがほとんど空か、燃料系統
に劣化した燃料が入っている。

3. 燃料タンクの燃料を抜き取り、新しい燃
料30日以内の新しいものを補給する。
問題が解決しない場合は、正規サービ
ス店に連絡してください。

4. スパークプラグワイヤーが緩んでいる。 4. ワイヤーをスパークプラグに接続する。
5. スパークプラグに傷や汚れがあるか、
ギャップが不適切になっている。

5. スパークプラグをチェックし、必要に応
じてギャップを調整する。スパークプラ
グに傷、汚れ、またはひび割れがある
場合は、交換する。

エンジンの回転が一定しない。

6. エンジンクランクケース内のエンジンオ
イル量が少なすぎるか、または多すぎ
る。

6. オイルを補充または排出して、エンジ
ンクランクケース内の油量をディップス
ティックのフルマークに合わせる。
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問題 考えええららられれれるるる原因 対策

1. 除雪時にスロットルが高速の位置にな
い。

1. スロットルを高速位置に動かす。

2. マシンは、雪を除去する際に速く動きす
ぎている。

2. マシンを低いギアに入れる。

3. 1回の除雪で除去しようとしている雪が
多すぎます。

3. 1回の除雪で除去する雪の量を減らし
ます。

4. 非常に重い雪や湿った雪を除去しよう
としています。

4. マシンで極端に重い雪や湿った雪を除
雪しないでください。

5. 排出シュートが詰まっている。 5. 排出シュートの詰まりを取り除きます。
6. オーガ/インペラの駆動ベルトが緩んで
いるか、プーリーから外れている。

6. オーガ/インペラ駆動ベルトの取り付け
調整を行います。サービス情報につい
てはwww.Toro.comを参照するか、マシ
ンを認定サービスディーラーに持ち込
んでください。

エンジンは作動するが、雪の排出が不十
分、またはまったく排出されない。

7. オーガ/インペラの駆動ベルトが摩耗ま
たは破損している。

7. オーガ/インペラ駆動ベルトを交換
します。サービス情報については
www.Toro.comを参照するか、マシンを
認定サービスディーラーに持ち込んで
ください。

排出シュートが所定の位置に固定されない
か、動かない。

1. 排出シュートのラッチケーブル調整が
適切でない。

1. 排出口シュートのラッチを調整する。

マシンの表面の雪の除去が不十分。 1. スキッドまたはスクレーパーの調整が適
切でありません。

1. スキッドまたはスクレーパーを調整しま
す。
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州プププロロロポポポジジジシシショョョンンン65ににに関すすするるる警告情報

こここののの警告ははは何ででですすすかかか?
次のような警告ラベルが貼られた販売商品を目にすることがあるかもしれません

警告がんおよび生殖機能への危害— www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65とととははは何のののここことととででですすすかかか?
Prop 65プロポジション65は、カリフォルニア州で事業を行う企業、同州で製品を販売する企業、あるいは同州で販売または同州に持ち込まれる可能性のあ
る製品を製造する企業に適用されます。同法は、がん、先天異常、およびその他の生殖機能への危害を引き起こすことが知られている化学物質のリスト
を、カリフォルニア州知事が作成・公表することを義務付けています。毎年更新されるそのリストには、多くの日用品から見つかる何百もの化学物質が掲載さ
れています。Prop 65の目的は、これらの化学物質への曝露について一般の人々に知らせることです。

Prop 65は、これらの化学物質を含む製品の販売を禁止するものではなく、製品本体、製品の包装、または製品に付属する文書への警告表示を義務付けて
います。さらに、Prop 65の警告が表示されているからといって、その製品が製品安全基準や要件に違反しているわけではありません。実際、カリフォルニ
ア州政府は、Prop 65の警告は「製品が『安全』か『安全でないか』という規制当局の決定と同じではない」と明言しました。これらの化学物質の多くは、
長年にわたり日常製品に使用されてきましたが、有害であるとの報告はなされていません。詳細については、https://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all.を
ご覧ください。

Prop 65の警告は、企業が (1)暴露を評価し、「重大なリスクを及ぼさないレベル」を超えていると結論付けたことを意味するか、(2)暴露の評価を試みるこ
となく、リストに記載された化学物質の存在に関する理解に基づいて警告を提供することを選択したことを意味します。

こここののの法律はははどどどこここにににでででももも適用ささされれれままますすすかかか?
Prop 65の警告はカリフォルニア州法に基づいてのみ義務付けられています。こうした警告は、レストラン、食料品店、ホテル、学校、病院など、カリフォ
ルニア州内の幅広い場所や、多種多様な製品に見られますが、これらに限定されません。さらに、一部のオンライン小売業者や通信販売業者は、
ウェブサイトやProp 65に基づく警告を掲載しています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州ののの警告ははは連邦政府ののの制限とととどどどううう違いいいままますすすかかか?
Prop 65基準は、連邦基準や国際基準よりも厳しい場合が多いです。連邦政府の規制基準値をはるかに下回るレベルであっても、Prop 65に基づく警告
表示を求められる物質が数多く存在します。例えば、鉛に関する警告に対するProp 65基準は0.5μg/日であり、これは連邦基準および国際基準を大
幅に下回っています。

全てててののの類似製品ににに警告ががが記載ささされれれててていいいななないいいのののはははなななぜぜぜででですすすかかか?
• カリフォルニア州で販売される製品にはProp 65に基づく表示が義務付けられていても、他の地域で販売される同様の製品にはその義務はありません。

• Prop 65訴訟で和解に至った企業は、自社製品にProp 65に基づく警告を表示するよう求められるケースがありますが、同様の製品を製造する他の企業
にはそのような義務が課されない場合もあります。

• Prop 65の執行には一貫性がありません。

• 企業は、Prop 65に基づき警告を行う義務はないと判断し、警告を表示しないことを選択する場合がありますが、製品に警告が表示されていないからと
いって、その製品に規制対象化学物質が同等のレベルで含まれていないということにはなりません。

なななぜぜぜはははToroはははこここののの警告ををを含めめめててていいいるるるのののでででしししょょょうううかかか?
Toroは、消費者が購入および使用する製品について十分な情報に基づいた決定を行えるよう、できる限り多くの情報を提供することを選択しました。Toro
は、リストされている全ての化学物質が暴露制限要件に該当しているわけではないため、暴露レベルを評価することなく、リストに掲載されているいくつかの
化学物質の存在に関する知識に基づいて、特定の場合に警告を発します。Toroの製品による暴露はごくわずか、または「重大なリスクなし」の範囲内であ
ると思われますが、十分な注意を払うため、Prop 65の警告を提供することを選択しました。さらに、Toroがこれらの警告を提供しない場合、カリフォルニア
州またはProp 65を施行しようとする民間団体によって訴訟され、多額の罰金が科せられる可能性があります。
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